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Ⅰ．本資料の目的 

1. 本資料は、国際サステナビリティ基準審議会（以下「ISSB」という。）が検討中の IFRS 

S2 号「気候関連開示」の修正案「温室効果ガス排出の開示に対する修正」に対応して、

我が国のサステナビリティ開示基準（以下「SSBJ 基準」という。）を改正するプロジェ

クトの進め方についての提案を示すことを目的としている。 

Ⅱ．背景 

ISSB 基準との整合性の維持に関する基本的な方針 

2. サステナビリティ基準委員会（以下「当委員会」という。）は、2025 年 3 月に我が国最

初の SSBJ基準を公表した。当委員会は、基準を適用した結果として開示される情報が国

際的な比較可能性を大きく損なわせないものとなるようにすることを基本的な方針とし

て SSBJ 基準を開発した。 

3. また、SSBJ基準公表後の対応として、「ISSBにより IFRS サステナビリティ開示基準が

新規に公表される又は既存の IFRSサステナビリティ開示基準が改訂される場合、当委員

会において、サステナビリティ開示基準における取扱いについて可及的速やかに検討を

開始する」ことを明確にしている（サステナビリティ開示ユニバーサル基準「サステナビ

リティ開示基準の適用」（以下「適用基準」という。）BC19 項(1)）。 

4. この点、当委員会が 2025 年 6 月に公表した「中期運営方針」においても、ISSB により 

ISSB 基準が新規に開発されるか既存の基準が改訂される場合を想定し、「SSBJ 基準を適

用した結果として開示される情報が、国際的な基準を適用した結果として開示される情

報との比較可能性を大きく損なわせないものとなる状態を維持するためには、ISSB の動

向にあわせて当委員会において対応することが必要になる。」との認識を示している。 

ISSB による IFRS S2 号の修正プロジェクト 

5. ISSB は、IFRS S1 号「サステナビリティ関連財務情報の開示に関する全般的要求事項」

及び IFRS S2 号の適用を支援するための活動を通じて識別された課題に対応するものと
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して、2025年 4月 28日に、公開草案「温室効果ガス排出の開示に対する修正―IFRS S2

号の修正案」（以下「ISSBの公開草案」という。）を公表した（コメント期限：2025 年

6月 27 日）。 

6. ISSB の公開草案は、IFRS S2 号に対する的を絞った修正を提案するものであり、特定の

温室効果ガス排出の開示要求に対する追加的な救済措置を提供するとともに、既存の救

済措置を明確化するものとしている。具体的には、次に関連する IFRS S2 号の要求事項

の修正が提案されている。 

(1) 「スコープ 3」「カテゴリー15」の温室効果ガス排出の測定及び開示 

(2) ファイナンスド・エミッションに関連する特定の要求事項の適用における「世界産業

分類基準」（GICS）の使用 

(3) 「温室効果ガスプロトコルの企業算定及び報告基準（2004 年）」の使用に対する法

域別の救済措置 

(4) 地球温暖化係数の数値についての法域別の救済措置の適用可能性 

7. 当委員会は、2025 年 6 月 23 日に、ISSB の公開草案に対するコメント・レターを提出し

ている 1。コメント・レターでは、ISSBの公開草案において対応することが提案されてい

る IFRS S1号及び IFRS S2号を適用するにあたっての課題の多くは、当委員会が SSBJ基

準を開発する際に識別した論点でもあったことを踏まえ、識別された 4 つの課題に対応

するための IFRS S2号の修正を進めることについては賛成した上で、前項（1）及び（2）

の論点を中心に、一部の提案内容の再検討を求めている。 

8. ISSB は、2025年 7月の ISSB ボード会議において、ISSBの公開草案に対するフィードバ

ックの予備的なサマリーに基づく今後の再審議の方向性について議論した。ISSB は、今

後の ISSBボード会議においてフィードバックの包括的なサマリー及び更なる分析を踏ま

えた再審議を行う予定であるとしている。また、ISSB は、利害関係者からのフィードバ

ックに基づき修正を迅速に公表することを目指すとしており、2025 年中に ISSB の公開

草案で提案された修正案を確定することを目標としている。（審議事項(2)-1参照）。 

Ⅲ．プロジェクトの進め方についての提案 

9. 適用基準 BC19 項(1)（本資料第 3 項参照）に記載の対応方針に従って、2025 年 12 月に

ISSB によって IFRS S2 号の修正が確定された後速やかに、当委員会において、IFRS S2

 
1 https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/20250623_01.pdf 

https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/20250623_01.pdf
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号の修正に対応した SSBJ基準における取扱いについて検討を行うプロジェクトを開始す

ることが考えられる。 

10. 一方、金融庁の金融審議会が 2025 年 7 月 17 日に公表した「サステナビリティ情報の開

示と保証のあり方に関するワーキング・グループ」中間論点整理では、株式時価総額の規

模に応じて段階的に、有価証券報告書において SSBJ基準に準拠したサステナビリティ情

報の開示を義務付ける方向でのロードマップが示されており、株式時価総額 3 兆円以上

の企業の SSBJ 基準の適用開始時期は 2027 年 3 月期からとされている。このロードマッ

プを考慮すると、2027年 3月期の期首に間に合うように（すなわち 2026年 3月末を目途

として）IFRS S2号の修正に対応する SSBJ基準の改正が確定するように、プロジェクト

を進めるニーズがあることが考えられる。 

11. また、2025年 7 月の ISSB ボード会議における議論では、ISSB が提案した IFRS S2 号の

修正案のうち一部の論点に関する提案（例えば、本資料第 6 項(3)及び(4)の論点）につ

いては、ISSB の公開草案の提案に反対するフィードバックが限定的であるため、提案の

修正を検討するための再審議の必要性が高くないことが示されている。ISSB の公開草案

の提案の内容を維持したまま確定される蓋然性が相応に高い論点については、現時点に

おいて当委員会における検討を開始することが可能であり、また、ISSB の公開草案の提

案が変更される場合であっても、ISSB における議論の進捗と並行して検討を進めること

は可能と考えられる。 

12. したがって、ISSBにおいて IFRS S2号の修正が公表される前に、当委員会において IFRS 

S2 号の修正案に対応する SSBJ 基準の改正を検討するプロジェクトを開始することでど

うか。また、仮にプロジェクトを開始する場合に、当面のタイムラインは次のとおりと

し、ISSBボード会議における議論に応じて適宜見直すことでどうか。 

(1) ISSB の公開草案の提案のまま確定される蓋然性が相応に高いことが想定される本資

料第 6項(3)及び(4)の論点から検討を開始する。 

(2) その他の論点については、ISSB ボード会議における提案の再審議と並行して検討を

進める。 

(3) 2025 年 12 月中が目標とされている IFRS S2 号の修正の確定が公表された後可及的

速やかに SSBJ基準の改正を提案する公開草案を公表することを目途とする。 

ディスカッション・ポイント 

本資料第 12項に記載した、当委員会における IFRS S2号の修正案に対応して SSBJ基準

を改正するプロジェクトの進め方について、ご意見をいただきたい。 
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